
一般社団法人大学コンソーシアム熊本 令和３年度 地域課題解決のための企画事業

「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」

令和３年７月２０日（火）18:30～19:30

事前説明会

大学コンソーシアム熊本 事務局



本日のスケジュール

• あいさつ 〔地域創造部会⾧ 九州ルーテル学院大学 坂本先生〕

• 地域課題の趣旨説明 〔熊本県、熊本市〕

• エントリーから発表会までの流れ 〔コンソーシアム事務局〕

• レジュメの作成方法について 〔コンソーシアム事務局〕

• 質疑応答
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地域課題の趣旨説明

地域課題

①【熊本県】令和2年7月豪雨の被災地域における
地域の持続に必要な取組について

②【熊本市】大規模災害(津波、高潮、地震、洪水等)時の
避難方法について

「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
第1回目のテーマは大規模災害
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STEP１
エントリーシート

(地域課題の選択)
提出締切

6/30(水)

STEP2
政策アイデアの
提出締切

10/31(日)

STEP3
政策アイデア
発表会

（審査・表彰）

11/13(土)

エントリーから発表会までの流れ



政策アイデアの提出方法

①政策アイデア概要書（レジュメ）

Ａ４用紙、2枚
②プレゼンテーション用資料

パワーポイント 12枚（表紙含む）



発表会の日時、場所について

日時:令和３年１１月１３日（土）
13:00～18:00

会場:熊本大学 黒髪キャンパス

地域課題別に２つの会場に分かれます。

実施方法:対面とオンラインの併用



発表について

①発表時間 １グループ １２分

発表１２分＋質疑応答３分＝１５分/グループ

②パワーポイントを使用したプレゼンテーション



審査について

①審査項目

a) 独創性
b) 実現かつ持続可能性
c) 共感性
d) 学生ならではの視点
e) プレゼンテーション力



審査について

②審査員
・熊本県、熊本市、産業界、コンソーシアム地域創造部会

③表彰
・熊本県賞、熊本市賞、産業界賞など（検討中）
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レジュメの書き方 ① 全体の構成

タイトル/副題/グループ名・所属・氏名/選択した課題

１．はじめに

２．現状分析/調査内容

３．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア

４．まとめ・今後の展望など

参考文献

フォーマットはコンソーシアムのホームページからダウンロードできます
※現在、準備中



レジュメの書き方 ② タイトルについて

タイトル（フォント：ＭＳＰゴシック１４）

～副題またはキャッチフレーズ(フォント：ＭＳＰゴシック１２）～

学校名/グループ名/研究室、ゼミ名/個人の場合は所属と氏名(フォント：ＭＡＰ明朝 10.5）

グループの場合メンバー全員の氏名/コンソ太郎/田中コンソ/(フォント：ＭＡＰ明朝 10.5）

〇〇〇〇/△△△△/□□□□

地域課題の選択①「令和２年７月豪雨の被災地における地域の持続に必要な取組みについて」

もしくは②「大規模災害(津波、高潮、地震、洪水等)時の避難方法について」

（※選択した課題を残し、一方は削除する）



レジュメの書き方 ③ 項目について

１．はじめに（項目フォント：ＭＳＰゴシック10.5）

今回の地域課題に取り組もうと思った理由や動機、これにより、ど
のようなことに取組み、どういったことを提案したいかについて、お
おまかに記入する。（概要の説明）

•１行は２５文字。１０～１５行を目安にまとめる。（本文フォント：MSP明朝10.5）



レジュメの書き方 ③ 項目について

２．現状分析/調査内容

アンケートを実施した際の結果、聞き取り調査をした際の回答など
をまとめ、取り組むべき課題を明確にする。

• グラフなどの図表の挿入は２つまで（大きさは１つにつき２５０文字程度）

• 項目を細かく分ける場合は以下のように、１文字下げる

（１）現状分析 その１

①▲▲▲について←前項目から１文字下げる
（２）現状分析 その２

• 書籍やインターネットから得た情報を記入する際は、本文中の引用部に半
角上付で 1） 等の番号を入れ、最後の項目「参考文献」欄に明記する。



レジュメの書き方 ③ 項目について

３．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア

「２．現状分析/調査内容」で明確にした課題に対して、解決策、具
体的な政策アイデアをまとめる。



レジュメの書き方 ③ 項目について

４．まとめ・今後の展望など

取り組んだ内容の振り返りや感想と今後の展望などについてまとめる。

参考文献

・本文中の引用部を以下の要領で引用順（付した番号順）に列挙する。

・書籍の場合は、著者名、タイトル、出版年、出版社名の順で明記する

・インターネットで検索した場合は、提供者、引用した項目とそのＵＲＬを

明記する。
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一般社団法人大学コンソーシアム熊本 令和３年度 地域課題解決のための企画事業

「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
事前説明会

お疲れ様でした。
皆さんの政策アイデアを
楽しみにしています。


